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都市再生整備計画　フォローアップ報告書

新宿駅・四ッ谷駅周辺地区

平成２９年７月

東京都新宿区



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 ● あり

見込み なし ●

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み

※全ての指標について記入

目標値

1年以内の
達成見込み

△

77

見込み・確定
の別

90 △

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 歩行者空間の整備率 ％ 70

1年以内の
達成見込み

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

事後評価

見込み・確定の別

4,105

事後評価

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

90

総合所見

都市計画道路事業が進捗していな
いため目標値を達成しなかった。引
続き、道路整備に向けた用地買収
等を進める必要がある。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標２
歩行系ネットワークの
修景率

％ 58
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

再開発など事業進捗状況の影響で
目標値は達成できなかったものの、
歩行系ネットワークの整備の実施に
より歩行者空間の快適性の向上に
寄与した。

78

計測時期

その他の
数値指標１

放置自転車撤去台数 台 7,186

新設の放置自転車
保管場所開設に伴
い、放置自転車撤
去活動を強化した
ため。

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H29年4月

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

従前に比べると放置自転車撤去台
数は減少しており、歩行者が安全快
適に歩くことができる環境づくりが進
んでいると評価できる。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

5,915

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

道路の安全性・快適
性に対する満足度

％ 22.5

歩道の拡幅や無電柱化整備等によ
り、歩行者空間が広がりより安全で
快適に歩けるようになっていると評
価できる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

26.1 27.8 H29年4月



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

・電線共同溝工事や道路築造工事について、開発事業者と協議
を行った。

・道路線形について協議が整い、電線共同溝の整
備における役割分担について開発事業者と協議を
行った。

・道路築造工事と電線共同溝工事を実施する。

実施時期

・工事が輻輳するため関係企業者との工程調整や沿道地権者と
の調整を行いながら整備を進める必要がある。

・引き続き、放置自転車対策として自転車駐車場の確保に努める
必要がある。

具体的内容

・概ね案内標示板の設置位置や内容について協議
が整った。

・案内標示板を整備する。

四谷駅前市街地再開発事業

今後の課題　その他特記事項

・歩行者空間の快適性向上のため、継続的に地元商店街と連携
して道路の維持管理を行う必要がある。

・さらなるエンターテイメントシティとしての賑わい創出のため、道
路空間の多様な活用方法について検討し、歩きたくなる新宿の実
現を進める必要がある。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・事業用地を取得するなど道路整備に向けた準備を進めた。

・新宿駅南口基盤整備とあわせて実施できるようJRと協議を行
い、JRにより自転車駐車場の整備を行った。

実施した結果

・地元商店街の道路環境に対する美化意識が向上
し、歩行者が安心して快適に通行できるようになっ
た。

・地元商店街と区が連携して道路の清掃や洗浄作業を継続的に
実施した。

実施した具体的な内容

・歌舞伎町地区において、地元主体のまちづくり協議会を立ち上
げ、継続的にイベントを開催した。
・新宿三丁目地区でオープンカフェを実施した。

・イベントやオープンカフェにより多くの来訪者が訪
れ、エンターテイメントシティとしての賑わいが創出
され、回遊性が向上した。

・道路整備に着手するため関係企業者と工程調整
等を行い、工事完成の見通しがたった。

・自転車駐車場の整備により歩きやすい道路空間
が確保できた。

・東京２０２０オリンピック・パラリンピックに関連した案内標示事
業などと調整を行った。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

施設の維持管理

エンターテイメントシティとしての賑わいの創出

都市計画道路補助72号線（特別区道21‐580）の整備

新宿駅自転車駐車場整備

案内板の整備

事後評価シート　添付様式5－③から転記



都市再生整備計画（清算報告）

東京都
と う き ょ う と

　新宿区
し ん じ ゅ く く

平成29年7月

新宿
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駅
えき
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周辺
しゅうへん

地区
ちく



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 270 ha

平成 23 年度　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 22 27

％ 22 2790

1　　歩行者空間の整備率

●区道２１－５８０（都市計画道路補助72号線）は現在一方通行で、都市計画道路の唯一の未開通区間となっており、沿道や地元から早期開通が望まれている。
　また、地区の南側の２２－３１１が平成２３年１１月に開通予定である。
●新宿駅、新大久保駅周辺には放置自転車等が多数ある。
●西新宿一丁目地区における商店街は都庁群を中心とする通勤経路でもあり、歩行者と車両が共存できる（人とくらしのみちづくり）道路整備を行うため、平成２１年から地元商店街とワークショップを行い、整備の方向性を決めた。
●新宿御苑は都内にある貴重なみどりのオアシスであり、御苑脇の通路を散歩道として玉川上水の流れを復元することで環境省との協議を進めてきた。
●これまで企業者の単独地中化のみで、電線共同溝の整備が進んでいなかった。
●歌舞伎町地区はＴＭＯ等を創設し、官民協働で安心安全なまちづくりにこれまで取り組んできた。

幹線道路（２車線以上）における歩車分離率

歩車分離させることにより、幹線道路はもとより生活道路への流入
も抑制し、安全快適に歩くことができるようになる。(都市計画道路
の整備率）

70

定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値

90

都道府県名 東京都 新宿区
しんじゅくく

新宿
しんじゅく

駅
えき

・四ッ谷駅
よ つ や え き

周辺
しゅうへん

地区
ち く

・新宿駅～新大久保駅間をつなぐ歩車分離された幹線道路がないため、生活道路へ一般車両が流入し、歩行者が安全に通行できない。
・新宿駅、新大久保駅周辺には歩道上に放置自転車等が多数あり、歩行者の通行を阻害しているだけでなく、景観・防災上も問題がある。
・西新宿一丁目地区は、歩行者と搬入車両等が混在し、危険な状況である。
・地区内では単独地中化路線だけであり、電線共同溝による電線類の地中化が進んでいない。景観・防災上も問題がある。
・歩行系ネットワークを結ぶ景観的な整備と案内が求められている。
・歌舞伎町地区全体では、区立大久保公園のテント劇場だけでなく、全体として回遊性を高めるイベント等が求められている。

新設する道路はもとより、既設道路についても歩道の拡幅整備により、歩行者空間の充実を図り、歩きたくなる歩行者空間を整備していく。地域の特性やまちの資源を活かし、これらの地域をつなぎ、散策したくなる歩行系幹線道の充実を進めていく。
さらに沿道の商店街等との協調により、オープンカフェやイベントの開催等、まちの活性化と魅力向上を図るための道路空間の多様な活用方法について検討し、歩きたくなる新宿の実現を進めていく。

計画期間 交付期間 27

歩きたくなる歩行者空間の充実
１　歩行者空間の快適性の向上
２　生活道路への自動車流入と速度の抑制

指　　標 目標値

2　　歩行系ネットワークの修景率
都市マスタープランで指定された歩行系ネットワークの景
観的な整備率

都市計画マスタープランにより位置づけられた歩行系ネットワーク
を景観的な整備（電線類地中化、歩道美装化）することにより、歩
きたくなる新宿を実現する。

58



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

歩行系ネットワークの整備
・道路の無電柱化（三栄通り）を進める。
・新宿御苑脇遊歩道に玉川上水の流れを整備する。
・人とくらしの道づくり（西新宿一丁目地区）を進める。
・歩行系ネットワークを誘導する案内標識を整備する。
・新宿駅周辺に自転車駐車場等を再整備する。
・歌舞伎町地区全体において、回遊性を高め、楽しく歩けるようなイベント等を開催する。
・新宿三丁目地区（通称・モア街）において、街の賑わいを創出し、休憩できるスポットを整備する。

・道路事業（基幹事業：三栄通り（特別区道４２－５２０）無電柱化）
・高質空間整備事業（基幹事業：ひととくらしの道づくり（西新宿一丁目地区）)
・高質空間整備事業（基幹事業：玉川上水を偲ぶ流れの創出事業）
・地域生活基盤施設事業（基幹事業：案内板設置）
・地域生活基盤施設事業（基幹事業：自転車駐車場等整備）
・まちづくり活動推進事業（提案事業：エンターテイメントシティ）
・事業活用調査（提案事業：事後評価調査）
・特例道路占用区域の活用
・高質空間整備事業（基幹事業：歌舞伎町地区道路整備（特別区道21-190・200・210・340））

都市再生特別措置法の一部を改正する法律（平成２３年法律第24号）の施行に伴い、都市再生特別措置法第46条第10項に基づき都市再生整備計画書に下記の内容を追加する。

　・新宿三丁目地区（通称・モア４番街）において、都市再生特別措置法施行令第１５条第１項第１号及び第２号に規定する広告塔、食事施設等を新たに設ける。

方針に合致する主要な事業
　歩行系幹線道等の整備
・都市計画道路補助72号線を全線開通させる。

・街路（基幹事業：都市計画道路補助７２号線（特別区道２１－５８０）)
・事業活用調査（提案事業：事後評価調査）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 都市計画道路補助72号線 新宿区 直 ３５２ｍ S63 27 24 27 13,884 1,540 1,540 1,540

無電柱化事業 三栄通り（三栄町から四谷一丁目） 新宿区 直 ４００ｍ 21 26 23 26 500 470 470 470

道路（地方都市リノベーション事業）

公園

公園（地方都市リノベーション事業）

古都及び緑地保全事業

河川

下水道  

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 新宿区 直 23 27 23 27 81 81 81 81

高質空間形成施設 新宿区 直 23 27 23 27 691 691 691 691

高次都市施設

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 15,156 2,782 2,782 2,782 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

0

0

0

新宿区 直 － 27 27 27 27 3 3 3 3

－ 0

新宿区 直 － 23 27 23 27 65 65 65 65

－ 0

合計 68 68 68 68 …B
合計(A+B) 2,850

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
ＪＲ、新宿区 国交省 ○ 24 29 5,000

東京都 国交省 ６００ｍ ○ 11 24 6,000

東京都 国交省 ５００ｍ ○ 22 29 10,000

東京都 国交省 ４００ｍ ○ 13 23 4,000

組合 国交省 ２．５ha ○ 22 26 20,000

四谷駅前市街地再開発事業 四谷一丁目２ 準備組合 国交省 ２．３ｈa 　 ○ 24 29 30,000

合計 75,000

交付対象事業費 2,850 交付限度額 1,140.0 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分
新宿区百人町一丁目地内

地区内

地区内

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

事業活用調
査

事後評価調査 全区域

－

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

エンターテイメントシティ 歌舞伎町一、二丁目地内

－

富久町２１外

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

環状５の１号線（明治通り） 新宿七丁目地内

西富久地区市街地再開発事業 富久町１４～１９

新宿駅東西自由通路 西新宿一丁目地内

環状３号線（外苑東通り） 舟町地内

環状４号線（外苑西通り）


